
Title 東南アジア諸国における資本形成の動向
Sub Title Capital formation in Southeast Asian countries
Author 川島, 楊子

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1963

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.56, No.12 (1963. 12) ,p.1230(76)- 1241(87) 
JaLC DOI 10.14991/001.19631201-0076
Abstract
Notes 資料
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19631201-

0076

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


料 
(

1)

東
南
ァ
ジ
ァ
諸
国
に
お
け
る
資
本
形
成
の
動
向

突

:-
.
. 

.

'

,

.

.

:

.

.

ジ

，

■ 

V
 

.
 

i

.
: 

.
 

。
..
 

：

.

.

.

.
」

 

一
:

ノ 

バ
'

' 

■
 

■

.
:.
:

'

:

.

,:
.
 

.

.

 

■

.

• 

* 

:

丨 

- 

■—
.

:

人
：

.

.

.

-

:

'

'

.

.る
と
の
結
論
に
到
達
し
た
;

V

'

/

 

•

.

;

.

し
か
し
な
が
ら
先
進
国
の
.h

M

化
の
過
程
で
生
じ
た
ニ
重
経
済
は
、
今
日
の 

.

.

前
稿
、「

g

l

ア
ジ
ア
諸
国
に
：お
け
る
ニ
.
重
経
済
構
造
と

I

九
五
o

年

代

の
,

東
南
.

ア
ジ
ア
諸
国
が
経
験
し
て
い
.

る
^

の
ほ
ど
、
二
部
門
間
の
生
産
性
に
格
差 

エ
業
化
の
進
展」

.
に
お
い
て
、
筆
者
は
東
南
ア
ジ
ア
.諸
国
の
ー
九
五
〇
年
代
に 

' 

の
あ
.る
%

の
で
-

は
.
な
かV

た
と
推
論
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
今
日
、
後
進
国 

達
成
さ
れ
た
工
業
化
の
進
展
及
び
こ
れ
に
と
も
な
う
問
題
を
、
_

敗

諸

国

及

び
.

の
導
入
す
る
技
術
的
知
識
は
先
進
国
の
工
業
化
し
た
頃
の
も
の
よ
り
、
は
る
か 

日
本
の
諸
経
験
と
対
比
し
て
考
察
1.

た
。
そ
.

の
結
果
と
し
て
、
東
南
.
ア
ジ
.

ア
諸
-

に
高
い
水
準
に
あ
り
*

.

従
っ
て
こ
れ
-

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
'れ
る
高
い
生
産
性
を 

.国
は
一
九
五
〇
年
代
の
末
'^)

よ
う
や
く
国
民
総
生
産
の
約
20

パ
1

セ
ン
.

ト
を
：
.

'4

つ
部
門
>

在
来
舐
門
の
生
產
性
と
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、.
先
進
国
に
お
け
る 

生
産
す
る
よ
う
な
、
エ
業
部
門
を
も
つ
よ
う
に
な
.

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
た
っ
.

場
合
よ
り
も
大
き
い
.

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
事
実
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
工
業 

た
。
そ
：の
工
業
化
の
速
度
は
、
日

ホ
の
工
業
化
の
^

期：

に

お

け

る

速

度

と

比

に

お

け

る

労

働

生

産

性

と

：日
本
に
お
け
る
そ
れ
と
の
格
差
は
、
農
業
部
門 

:
べ
、
か
な
ら
ず
し
も
遅
.
く
は
な
.

い
。
，東
南
7-

ジ
ア
諸
_

の
.

ー
ー
重
経
済
を
形
づ
く
ハ
.

に
お
げ
る
土
地
生
産
性
の
両
者
の
格
篆
の
約
半
分
で
^

^

る
悪
因
は
，.
後
進
国
に
特
有
な
輸
出
セ
ク
タ
ー
に
集
#

さ
れ
る
外
国
資
本
の
投
.

：-
:

1

国
^

i

 

一—-
重
経
済
構
造
が
存
在
す
る
こ
：と
は
\

両
部
門
間
に
交
流
、
い
b

 

下
に
よ
る
も
の
.

で
は
な
く
:'

先
進
国
に
ホ
い
て
も
工
業
化
の
初
期
：.に
は
経
験
さ
_
 

.

ゆ
る
波
.
及
効
果
が
あ
る
場
合
は
、
経
済
発
展
に
対
す
る
障
齊
と
.

は
な
ら
な
い
。
 

れ
た
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
士
エ
業
部
門
べ
急
课
に
導
入
せ
，
近
代
部
門
で
の
所
得
の
著
し
い
増
大
は
、
い
ず
れ
は
'在
来
部
門
に
対
す
る
需
要 

ら
れ
る
近
代
技
術
が
、
先
進
国
の
生
^

f

要
素
比
率
に
%■

と
づ
く
も
の
で
あ
り
、

の
増
大
を
'生
み
だ
し
、
後
者
に
も
次
第
に
新
し
い
技
術
が
導
入
さ
れ
、
両
者
の 

従
っ
て
相
対
的
に
資
本
集
約
的
方
法
を
も
ち
い
、
生
産
要
素
間
の
代
替
が
こ
れ
'.
'

生
産
性
恪
差
は
縮
小
の
方
向
を
た
ど
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス 

ら
の
ェ
程
で
制
限
的
な
た
め
に
、

' 

他
の
在
来
部
門
と
の
間
に
生
ず
る
も
の
で
あ
：
:

は
先
進
国
の
工
業
化
の
進
展
に
'

お
い
て
す
で
に
.
み
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
存
在
す
る
、
先
進
国
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な 

大
き
な
両
部
門
間
の
也
産
性
：の
格
差
は
、
先
進
国
で
経
験
さ
れ
た
よ
う
な
波
及

効
果
に
よ
る
発
展
の
プ
卩
セ
ス
‘

を
困
難
な
も
の
と
し
て
し
，ま
う
か
も
し
れ
な

.

.

.

I

V

今
日
、
萊
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
を
特
徴
づ
け
る
も
の
.の一

つ
に
は
在
来
セ 

ク
タ
ー
、
こ
と
に
農
業
部
門
の
停
滞
が
あ
る
。
農
業
の
土
地
生
産
性
.の
向
上 

は
、
よ
う
や
く
一
九
五
〇
年
代
に
は

じ

め

ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
.言

で

は

な 

い
。
日
本
の
：場
合
、
農
業
生
産
性
の
向
上
は
も
づ
ば
ら
ま
ま
の
方
法
を
改
#
す 

る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
第
一
次
大
戦
以
前
の
日
本
に
お
い
て
、
農
家
の
_

.

機
械
化
は
事
実
上
行
わ
れ
^

か
ら
'

た
と
と
が
知
ら
れ
て
い
ぐ
。..即
ち
そ
の
改
良 

.
の
う
ち
土
地
改
良
11

画
や
開
墾
と
い
.
：っ
た
'

固
定
資
本
を
多
く
も
ち
.

い
，る
タ
ィ 

プ
の
改
良
ば
她
：主
、
及
び
政
府
が
こ
れ
を
.
行
.

い
、.
‘

個
々
の
農
家
の
努
力
は
：も
っ 

ば
‘

ら
種
子
の
改
良
、
肥
料
の
増
投
に
，か
げ
ら
れ
I

。
；
こ
の
よ
う
，な
形
を
と
っ
た 

日
本
農
業
の
改
良
は
資
本
節
約
的
で
あ
っ
た
た
め
、
_

エ
業
化
の
初
期
に
、
相
対 

的
に
不
足
す
る
資
本
を
工
業
に
ま
わ
す
こ
と
を
一
可
能
ね
し
、
日

本

の
：
.工

業

化

を 

推
進
す
る
上
に
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
6 

,

し
か
し
な
が
ら
今
日
；の
東
南
ア
ジ 

■

ア
諸
国
で
.

、
同
様
の
発
展
を
期
待
ず
る
に
は
若
干
.
困
難
な
.
点
が
あ
る
f

に
思 

わ
れ
る
，

，
 

■

日
本
の
場
合
、
そ
：の
土
業
化
の
初
期
の
農
業
の
状
態
は
比
較
的
進
歩
し
て
ぉ 

り
、
工
業
化
に
際
し
で
.
導
入
：さ
.
れ
た
技
術
も
、
今
日
の
東
南
：ア
ジ
；ア
諸
艮
の
.場 

合
よ
り
も
進
ん
だ
.

も
の
で
な
か
：っ
た
事
が
、.
両
部
門
間
の
生
産
性
の
格
差
を
；相
：
 

対
的
に
小
さ
.

な
も
の
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。V

こ
れ
に
■

反
し
、
：東
南
ア
ジ
ア
諸
国 

.
の
農
業
部
門
'0

著

し

：い

後

進

性

.
は

、「

急

速

に

生

產

性

を

向

上

每

せ

：
て

い

る

土

.業 

-

..

へ
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
.お
け
る
資
本
形
成
の
動
向
''

部
門
と
の
間
に
、
必
然
的
に
生
産
性
の
著
し
い
格
差
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
。
長 

い
間
の
農
村
の
貧
困
と
、
改
良
に
対
^

る
無
知
は
、
日
本
の
工
業
化
め
初
期
に 

農
業
部
門
で
行
わ
れ
た
よ
う
な
、，
個
々
の
.農
家
の
努
力
に
も
と
づ
く
生
産
性
の 

向
上
を
期
待
す
る
の
を
困
難
に
し
て
1>
'

.

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
従
っ
て
工
業 

部

門

：に
：お

け

る

.

近
代
技
術
の
導
入
に
比
例
し
て
農
業
へ
.

の
.
近

代

技

術

の

導

入

の 

努
力
が
、
な
さ
れ
な
け
れ
ば
.

な
ら
な
い
。'
:
今
日
の
東
南
ァ
ジ
>
.
諸
国
の
貧
困
の 

多
く
が
、
農
業
に
お
け
る
資
本
の
不
足
：と
こ
れ
.に
も
と
づ
く
低
生
産
性
に
基
因 

す
る

U

と

は

疑

う

余

地

の

：な

.

.い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

.

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、

_.
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
東
南
ァ
ジ 

K

諸
国
.

の
資
本
形
成
が
、I
近
代
部
門
で
あ
るH

業
部
門
と
、
在
来
部
門
で
あ
る 

農
業
部
門
.
で
ど
の
よ
う
な
.
動
向
■
を
.示
し
て
い
る
か
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
試
み 

の
一
,

部
で
あ
る
。
分
析
の
目
的
は
.：両
部
門
に
お
け
る
資
本
形
成
の
動
向
が
、
両 

.
苗
門
の
生
産
.
性

の

格

差

を

縮

小

す

る

'
方

向

を

未

し

て

い
る
か
否
か
を
み
る
'
_こ
と
，
 

に
あ
る
。

-

低

開

売

国

に

お

，け

る

寶

本

形

成

_
の
.
動

向.を
..

示
す
資
料
は
き
.
わ
め
て
少
な
い
0 

こ
：ど

に

そ

の

農

業

部

門

に

.

お
，け
る
動
向
に
対
す
る
'手
が
か
り
を
得
る
こ
と
は
ほ 

と
ん
.
ど

不

可

能

，に
：近

い

。

;-
:

東
南
ァ
ジ
.

ァ
諸
国
で
：の
資
本
形
成
の
動
向
を
分
析
す 

•

る
た
め
め
方
法
と
し
て
次
;0

三
0

が
.

考
え
.
ら
れ
る
。

一
つ
.
は
今
日
、
ほ
と
ん
ど 

総
.て
の
東
南
ァ
ジ
ァ
の

.
国
々
が
発
ま
し
て
い
る
経
済
開
発
計
画
案
を
通
じ
て
で 

あ

る

。
：
い

，

ま
：
で

も

な

く

'-
こ

れ

ら

経

済

開

発

計

il
l

の
現
実
の
経
済
活
動
に
対 

す

，る

影

響

と
m

M

性
は
、
S

に
よ
っ
て
異
な
る
0 

.し
か
し
す
く
な
く
と
も
計
画 

案
の
各
所
に
み
ら
れ
る
現
状
分
析
、
も
し
く
は
計
画
上
立
案
さ
れ
た
投
資
額
を 

通
じ
、
.
政
府
の
意
因
、
.も
し
く
は
現
状
の
問
題
点
を
か
る
こ

と

が
出
来
よ
う
ノ

'

七

七

(
1
1
m

m
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.

一
国
の
.

：..

一.

人
当
り
生
産
物
の
永
準
と 

v

J S
lg
-

:
 

:

'

om
i

'

;
-;

資
本
形
成
率
：
，
S

 民
総
生
産
に
対
す
る 

. '

ね
：
.

—
V
I

へ-'
，

国
内
粗
資
本
形
成
の
割
合)

に
は
.次
の 

^

0/
1

^

-

6

- 

6

 

.

^

り
.」

.

よ
ぅ
な
関
係
の
.
.あ
る
.
こ
と
、が
知
ら
れ
て 

■

政
..

19
'

.

.

.

.

W

15
.
.
..

い
.

る
。.
即
ち
、\.
'

ク
.

ズ
ネ
ッ
ッ
，に
よ
る
帰 

. 

'卜
一
，ベ

ハ

ド
.：

ン

oi
l

s
2-

，
納

的

分

析

は

、—*
人

当

り

生

産

物

の

水
 

.

:

ピ
.

L

Na
t

J

準
と
資
本
形
成
率
は
正
の
相
関
を
示 

パ
：…

:
.
'
i
.

し
；
，

1
ィ

' 

”

イ

te
d

^

し
一
人
当
ヴ
生
産
物
の
高
い
グ
ル
I

 

'

.

-

ヴ

フ

ギ

セ
--
-—

如3
-

。フ
に
属
す
る
国
々
で
は
20

パ
ー
セ
ン
ト 

以

上

、

低

い

グ

ル

ー

プ

に

属

す

る

国

々

で

は

13

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
つ
て
い
る
。

'.
.
'
•

(

第
：1
:
:表
参
照)

-

:.
.

:

:

.

一
国
が
工
業
化
の
プt

r

セ
ス
に
：お

い

，
て

、

次

第

に
資
本
形
成
率
を
高
め
て
い 

•く
で
あ
：ろ
}

:

こ
と
.

は
、
予
想
に
•

難
く
な
い
。
.
日
本
を
例
.に
と
れ
ば
，
十
九
世
紀 

末
以
来
、
日
本
の
工

業

化

：
と
所
得
水
^'
'

の
向
上
に
と
も
な
つ
て
、
こ
の
よ
ぅ
な 

」

資
本
形
成
率
は
次
第
に
上
昇
し
.

た
の
で
あ
る
。
第
二
表
に
明
ら
か
な
よ
ぅ
に
、

.

.

十
九
世
紀
末
.
か
ら
今
世
紀
初
頭
^

か
，け
て
の
日
本
の
資
本
形
成
率
は
、
第
一
表 

の
' 

ク
X

ネ
“ッ
ッ
■の

-ゝ—
•

人
当
り
生
産
物
の
も
0
 

.と
も
低

い
グ
ル
!
プ
.

の
そ
れ
よ
り 

も
更
：に
ひ
く
か
っ
た
,0
し
か
し
工
業
化
が
本
格
的
に
進
行
し
た
一
九
一
〇
年
以 

.

後
、
そ
0'

率
は
次
第
に
上
昇
し
、
ニ
：九
ニ
0

年
代
に
は
18

。ハ
丨
セ
ン
ト
、
更
に 

一
九
三
ー
年
丨
-

九
四
〇
年
に
.

は
25

パ
丨
'
セ
ン
ト
.

と
な
っ
た
。
上
波
の
例
と
比

た
o

次
に
は
、
政
府
の
財
政
計
画
を
通
じ

.

て
、
政
府
部
門
の
資
本
形
成
の
動
向
を
知 

る
と.

と 

が
出
来
る
。
そ
し
て
最
後
に
，

.

貿
易
統
計
に
よ
る

.
方
法
が
：あ
る
。
へ
：即
ち 

:

後
進
国
虼
お
い
ヤ
生
産
ざ
れ
る
資
本
財
は
き
わ
め
文
少
く
、.
/
従

? .

て
、
-

機
械
類 

へ
：
の
投
資
ば
、
樣
と
ん
ど
外
国
か
：ら

.
の
購
入
に
た
よ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
従
：っ 

て
工
業
部
門
へ
の
投
資
の
！

^

の
大
部
は
と
の
方
法
钹
に
表
ク
て
推
測
レ
ぅ
る
： 

'
.
.本
稿
は
，
最
後
の
方
法
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
質
易
統
計
と
、
国
連
統
計
局
の 

発
表
す
る
、

い
く
つ
か
の
資
本
財
め
生
産
又
は
消
費
統
計
を
：，

%■
•
,
ち
い
た
東
南
ア 

ジ
ア
諸
国
の
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る

.

資
本
形
成
の
動
向
CD

,分
析
結
果
で
あ 

る
。
第

-—
*

及

び

第

二

の

を

も

ち

い

て

の

分

析

は

漸

次

：こ
れ
を
行
ぅ
予
定
で 

あ
る
，

'

;

:

ご
.：

'

:

'

:

.

,

':
-
 
V 

.

.

'■
.

-

-

:

.

.

. 

注
.(

1

)

本
稿
に
叙
い
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
次
の
国
々
を
含
む
。
ビ
ル
マ
、
セ
ィ

:

ロ
.

s
、

i

ン
ド
ネ
冬
シ
ア
、

イ
ン
T

、

マ̂

I

"

フ
ィ
リ
ツ
ビ
ン
す
パ
キ
ス
タ 

:

ゾ
，

ク
ィ
。

•

‘ 

'
:
.
'
.

'-
:
v

YC

だ
し
各
表
に
つ
い
セ
は
統
計
資
料
の
上
で
の
制
約
が
ら
、

れ
ら
総
て
を 

、
含
む
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
 

•

ぃ(

2

>

拙

稿「

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
ニ
重
経
済
構
造
'
と
-.

九
五
0

年
代
：の 

:

エ
業
化
の
進
展」

.

(
R
I

田
学
会
雑
'誌
、.
第
五
六
卷
第
十
一
号
参
照)

。

.

<

3)

，
製

造

業

、
，
鉱

業

汲

び

建

設

業

。
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'
.
.
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、(

4

)

前

稿

(

2

)

参
照
。

,'
.
■

(

5

)

前

稿

(

2

)

-

農
業
の
状
態
、
参
照
。

(

6)

'

日
本
経
济
分
析
一
一
成
長
と
構 

造
-

;

大
川
！
司
著
、
春
秋
社
、
_

|

九
六
二
年
、

f

 

ニ
三
頁
#'

照
。

'
 

(

7)」

前
掲
，
大
川
、
参
照
。

.

：
..-

(

8)

.

総
資
本
形
成
で
占
め
る
政
府
部
門
の
割
合
は
次
表
の
よ
ぅ
な
も
の
.で

& -

っ

、... ........

..... •

国内祖資本形 (G.D.C.P.)

国 民 爲 、生 産

1878~  96 12.3
1892-1901 12. 4
1897—1906 11 .9
1902—1911 13.6
1907—1916 13.8
1912—1921 16.7
1917—1926 18 .5
1922—1931 18.4
1927—1936 • 1 8 . 1 .

：1931— 40 25,1

¥ 均 比 率 二人当たり生産物による国のグループ

% . I n m N V VI . VD

国 の 数 8 7 6 9 4 ； 7 5
粗資本形成

2L 3 23. 3 17, 2 17.7 18.2国民総生産 1 7 .1 13.1

第二表日本の経済発展における国内生産 

卞对する資本形成の比率⑴

n.
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軍
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⑴

資

' 

.

こ
れ
ち
は
，
真
の
生
産
的
な
投
資
を

.

4

ら
わ
す
も
の
で
は
な
い
。

'

',
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
資
本
形
成
率
は
一
九
五
〇
年
代
に
漸
次
上
昇
し
た
。

.

一
 

,
九

五

〇

年

代

の

末

に

は
、
ビ
ル
マ
と
フ
ィ
ゾ
ッ
ピ
ン

で
は
19

パ
ー
セ
'ン
ト
に
達 

し
た
。
-2
0

パ
I

セ
ン
ト
以
上
，を
、

一
応
、
先
進
工
業
国
に
お
け
る
水
準
と
す
れ 

ば
、
枝
ぼ
そ
れ
に
近
い
水
準
に
ま
で
近
づ
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
.ニ
国
ょ 

り
増
加
の
.

速
度
は
'ゆ
.
る
や
か
で
あ
_

っ
：た
が
、
' 

セ
.

ィ

ロ

>

の

資

本

形

成

率

は

一

九 

五
〇
年
代
の
来
に
ょ
,5
-

や
く
13

パ
ー
：セ
ン
ト
と
な
っ
た
0

台
湾
に
.
つ
い
て
は

j 

九
五
五
.

〜

五
六
年
に
は
；、，；

前
述
め
在
庫
投
資
の
減
少
の
影
響
か
ら
、

一
.

時
は
、
 

資
本
形
成
率
の
減
少
ぎ
み
.

せ
：た
が(

次
め
一
九
五
九〜

六
〇
年
に
は
固
定
資
本 

形
成
薄
の
.

上

.#

を
反
映
し
、
25

パ
!.
セ
ン
ト
と
、
.

先
進

H

業
国
の
水
準
に
.ま
で 

.

達
し
た
。
第
三
表
の
東
南
ァ
ジ
ァ
諸
国
の
ぅ
ち
、
も
つ
と
も
資
本
形
成
率
の
ひ

七
.
九

(

r

 

m

一
三)

Simon: K u zn ets ,長谷部亮ー訳 .義』

p. 88,

較

し

て

、

東

南

ア

ジ

.
ア

諸

国
 

の
.

一

汍

五

〇

年

代

の

資

，本

形
 

成
率
の
水
準
と
そ
の
推
移
は 

ど

の

よ

ぅ

な

も
€>
.
.
で

あ

づ

た
 

ろ
ぅ
か
。
：
第
三
表
に
み
ら
れ
. 

:

る
よ
1

.

に
、.

ー
九
五
：〇
年
代 

初
期
の
，
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
_ 

の
資
本
形
成
率
は
き
わ
め
て 

び

く

く

、

台
湾
.を
の
ぞ
ぐ
そ 

め
他
の
国
々
、で
は
■"

日
本
の
. 

.

ー
/\

七
八
丨
九
六
年
頃
の
水
：
 

準

を

す

ら

わ

ず

：
が

に

下

廻
 

り
-'
'

ク

ズ

ネ

ッ

ツ

の

表

.の
一 

人
当
Q

生
産
物
，の
も
っ
と
も 

低
い
グ
ル
ー
プ
の
資
本
形
成 

率
よ
り
も
，
■

更
に
ひ
く
が
っ
. 

た
。
唯
一
：
の
例
外
的
な
国
で 

:

あ

る

台

湾

に

：
つ

；
い

.
て

は

、
：
た 

し

か

：に

資

本

形

成

率

は

20

。ハ 

!
セ
ン
ト
を
と
え
て
い

た
、
し

か

し

、
国
民
所
得
の
成
長
と
よ
り
密
接
な
関
係 

の
あ
る
国
；

2

粗
固
定
資
本
形
成
の
国
民
総
生
産
に
対
す
る
割
合
は
、
ビ
ル
.
マ
、

. 

セ
.
ィ

ロ

ン

よ

り

わ

ず

か

に

大

き

い

に

す

；̂
な

い

。

従

：
っ
、て

こ

の

期

の

寶

本

形

成

. 

率
は
非
常
に
大
き
い
在
庫
の
増
加
を
反
映
し
.て
い
各
と
み
て
よ
'

か
.ろ
ゲ
。
即
ち

東
南
ア
ジ
ア
諸
国

^

お
け
る
資
本
形
成
の
動
向

.

第一表クズネツツによる一人当り生產高によってグループ分け 

された国々の国内生産に対する資本形成の平均比率

5 5 年における時価額の平均に
- ノ ....

て 1950,二次世界大戦後め，主

つの講

第八表 .
「経済成長—— : 

堂出版株式会社{

注 第  

よる 

資料 

巌松 :



第三表東壻アジア諸国の国内生産に対する資本形成の比率

| 『 贩 資 本 形 成 ， 国内粗資本形成/国民総生産 
.(%)

1 9 5 0 /5 1 1 9 5 5 /5 6 1 9 5 9 /6 0 1 9 5 0 /5 1 1 9 5 5 /5 6 1 9 5 9 /6 0

台 湾 ■12,5 1 2 .4 . 20.4 21.7 15.1 24.2
ビ ノレ マ 11.2 18.6 17, 3 11.7 19.4 19.3
セ ィ ロ ン 9,1 11.0 13.1 10.1 11.9 13.2
フィ リ ッ ピ ン 12. 8 17.0 '.~ :, 15.6 19.2

マ レ . . 一 . 6 .4 9. 9 .8 .9 5 .4 10.3 8 .7 (0

( 1 ) 1 9 5 8 /5 9
資 料 国 際 連 合 統 計 烏 , 国民所得統計年鑑 , . 1960, 1958.
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セ
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割
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へ
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ぁ
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.国
資
.

'

資
本
形
成
率
の
-:

人

当

り

生

產
',
.
':■

表
.

'

.

高
の
成
長
に
与
え
る
影
響
は
，
い

.

う
ま
で
も
な
く
資
本
形
成
の
構
成.

.

に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
.

い
。'
:
.一：.九
'.:

え
.
る
固
定
資
本
へ
の
投
資
の
影
響
.

は
、
そ
れ
が
建
設
に
投
資
さ
れ
た
場
合
と
、
 

五
〇
年
代
の
は
じ
め
の
台
湾
の
例
機
械
類
に
投
資
さ
れ
た
場
合
で
は
輿
な
る
で
あ
ろ
う
。

’

で
み
ら
れ
た
よ
.

う
に
、
；'

あ
る
時
期
建
設
に
対
す
る
投
資
が
、

.

一
人
当
り
生
産
高
め
成
長
に
与
え
る
効
果
は
、
よ 

の
例
外
的
な在

®
:

投
資
の
増
加
な
':

り
長
期
的
で
あ
る
か
も
じ
れ
な
い
。
ク
ズ
ネ
ッ
ッ
の
推
計
に
よ
れ
ば
'，
国
内
粗 

ど
は
、
長
期
的
な
成
長
に
何
ら
の
.

固
定
資
本
の
う
ち
,'

建
設
の
占
め
る
割
合
は
平
均
、
約
59

パ
ー
セ
.

ン
ト
で
.
.あ
り
、
 

影
響
も
与
え
な
い
.

。
従
っ
て
.

I

人

第

一

へ

：表
の
，一
人
当
り
生
産
高
の
高
い
グ
ル
ー
プ

(

グ
ル
ー
プ
1

と
11)

で
は
53 

当
り
生
産
高
の
向
上
に
真
の
影
響
.

パ
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ゼ
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ト
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グ
.

ル
ー
ブ
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と
17
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.

は
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を
与
え
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も
の
は
、
固
定
資
本
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最
も
所
得
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い
グ
ル
ー
プ

.
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グ
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ー
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识
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3
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60

パ
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成
啤
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あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
あ
っ
た

0 

)

;'」

；

ら
な
い
。

■

. 

低
開
発
国
に
お
け
る
同
様
な
比
率
が
、
国
連
経
済
局
に
よ
っ
て
推
計
さ
.れ
て 

一
人
当
り
生
産
高
の
成
長
に
与
い
る
。

(

第
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資 料 United

.' - . . .

連 設 機 . 械

1887-1896 83. 2 16.3
1892-1901 > 83 .0 17.0 ，

1897—1906 6 8 .3 • 31 .0
1902-1911 67.8 32.2
1907-1916 65, 5 34.5
1912-1921 62.1 37. 9
1917—1926 67.5 32. 5
1922-1931 70.5 29.5
1927-1936 63. 0 37. 0
1931-1940 42.6 57.4

: へ :建設 ^/固庵資本

- • . - • ■: . ■ ■ 

機 械 Z 固定資本

1 9 5 1 /5 2 1 9 5 5 /5 6 1 9 5 9 /6 0 1951./52  
運輸⑵その他

1 9 5 5 /5 6  
運輸⑵その他

1959/"60 
運輸⑵その他

ビ ノ レ マ

' セ...'..イ.ロ 、ノ ' 

フイリッピン

台 湾

. マ レ • 一

79.3  
73. 3
71.7
46.7

66.9  
78.5  
55.2  
5 6 .1⑶

65.6  
72 .0  

• 48.5  
52, 2

20.7  
5 .6  21.0  
4 .1  24.4  
7 .8 45.6

3 3 .1 
2 .5  19,0  

12.3 s 3 2 .4 
4, 6 39. 3 

58.6

34. 4 
5 .6  22.3  

10.8 40.6  
7 .9  39. 9

• — : y：; .. .： ノ 、； . ；

資 料 国 際 連 合 , 国民所得年鑑， 1958, 1961.

珥帘，及びその他の連設。 
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第二表東南アジア諸国における機械及び輸送用機械輸入の動向
.; ■_______ ;___■■ ■ ; . '• ■ 一一•' .______ •す— » . ' ■ . . ， .

: ソ .......ぐ../:… ....-
: ぐ . . :
......1 ■ ■ ..
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• f | . ，

輪入額(単泣; 000,000) 総輸入に対する割合（％)

1955/56 1959/60 1955Z 56 1959/60

機 械 （SITC 71と 72)

パキろタン ル ピ 一 . 116.7 147.1(0 12.8 8.8d)
タ ィ >> ^へツ ' 835 1,494 . 11.2 16.4
A V ドネシァ ル V ァ 917 1,879 10,8 11,7
フイリシギン. —  - . - - . で ■ 9.3 19.2

; 台 湾 新台湾ドル‘ 243 328 6. 3 • 3.7
セ イ p ン
.. •. ル ピ こ 94 146 ‘6.1 7.4

韓 国 , — く •
. !

4.8 11.8

ィ ン ド 7レ ピ 产 ; — 1.737 -\ . 17叙6

農 業 用 機 械 (SITC 712)

パキスタノ ル ピ V-' 5.9 : 13,5(1) 0.7 0,8(»)
''タ. . . . <i バ — ツ 8.4 14.8 0.2 0. 2
インドネシア • ル ピ ア 57.0 39. 9 0.2 0.3
セイ..ロパン ノレピ >- ‘ 4.5 3.1 0.3 0,2

トラグダ 一 (SITC 713) '• . V

タ ィ .バ ' '一ツ 38.5 75.4 0.6 0. 9
インドネシア ル ピ ァ 18.1 118.1 0.2 4.2 '；
フイリッピン ぺ ソ 16. 2 9,6 >1.5 0.1
セ イ ロ ン 斗. ピ一 8.2 15.4 0,6 0.8 ；
ィ ン ド ル ピ ~ 圓■ — . 41.1 • : 一 0.4

輸 送 用 機 械 （SITC 73)
. j

パキスタン ル .：ピ 一'.. 1-4 10,7(0 0.1 0.6(«)
タ ィ バ 一 ッ • 616 710 8. 3 7.8
インドネ、シア ル ピ ア 507 786 6.2 5.5
フイリツピン ■ —_L . . ぐ . 5. 6 12. 9

台 湾 新台湾ドル 90 3 1 4 ⑴ 1.3 3.7
ゼ イ ン ノレピ一 76 165 4.9 8.6

:韓 へ 国 ..- —— . 1.5 1.8
イ ン ド ノ レ ヒ • — ... 661 ...へ 6.8

( 1 ) 1959年のみ。

資 料 国 際 連 合 統 計 局 , 質A 統計年鑑，1957, 1 9 6 0 , , ， '  -
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ビ ル マ 2 0 26
セ'イロン 34 34
ィ ン ド ， 27 25

: 7 ィリヒ。ン 33 33
タ イ 32 31
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. 1: .-’ •
消 赀 葦 増 加 率

1 9 5 1 /5 2 1 9 5 1 /5 2 —1 9 S 5 /5 6 1 9 5 5 /5 6 —1 9 5 9 /6 0

イ ン ド 1786.5 ' 78 .9 27. 8
パ キ ス タ ' / 338.5 - 6 . 5 7. 4

■マ
レ 207.5 3 4 .5 , — 17,4

インドネシア 205.0 2 3 .7 4 .6
ヴ:タ‘ . : イ . 166. 5⑴ ン .ゾ .：: .28. 2

フイリッピ'， 146.5 104. 4 31.6
台 湾 136. 5⑴ -- , 88.3
セ イ ロ ン 51.5 23.3 : : . 2 6 . 0

第= 表 鉄 鋼 消 ’费置-の変化
.，. ，へ ' ■ ■'. " .

ヅ:
°A( I E

輪
入
は
総
機
械
輸 

入
の
約
十
分
の
一 

に
過
ぎ
な
い
と
い 

え
：る

よ
.

う
.

で
あ
.
. 

へ
る。
.
.
.

)

輸
送
用
機
械
の 

工
業
化
に
際
し
て 

の
重
要
性
は
各
国 

の
地
理
的
状
態
，

_土
業
化
の
段
階
に 

よ
.

つ
て
異
な
る
* 

い
う
ま
で
も
な 

く
、'
近
代
‘的
運
輸 

S

 

.

.

機
関
の
整
備
は
、

^

.
生
産
さ
れ
る
財
の 

輸
送
、
労
働
者
の 

モ
ビ
リ
テ
ィ
を
確 

.保
す
る
上
で
重
要 

で
あ
る
。
第
二
表 

を
.

み
る
と
、
東
南 

:
ア
ジ
ア
諸
国
に
は

総
輸
入
の
う
ち
比
較
的
大
き
な
割
合
を
、
輸
送
用
機
械
の
輸
入
に
む
け
て
い
る

タ
'r

 

.

.

.イ
ン
ド
ネ
.

シ
ア
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

.

、
.

セ

イ

ロ

ン

、

イ

ン

，ド

の

，
よ

う

」

£

諸

957.19
6年計統

、
&T 

.

タ

| . 1 9 5 5 /5 6  

資 料 国 際 連 合 統 g

八
.

四「

C

F

,

S

1

,

1

A

>

.

さV
、

.

第
一
表
に
み
'
ら
れ
る
よ
5

に
20

.パ
ー
セ
.シ
ト
か
ら
30

パ
ー
セ
ジ
.

ト
.

で
あ
，
 

っ
た
、
そ
の
割
合
は
、
，
一
九
五
a

年
代
に
は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
前
半
と 

後
半
に
よ
っ
て
殆
ど
差
は
み
ら
れ
な
い
。

:

- 1
:

|

^

め̂

廣

に

土
:4
>

な
. ^

、
；東
南.
：ァ

ジ
-7
:

諸
国
の
機
械
類
の
：輸

.
入
額
は、
- ;
:
:
: 

九
.
五

.
五̂

五
六
年
か
ら.，

1

.
九

.
五
九

\

六
〇
年
に」

か
け
てh
■す

、ベ
て'
の

_

々
で
増. 

大
し
た
。
た
だ
し
総
輪
入
に
対
す
る
割
合
は
.、

一
九
五
五

/

五
六
年.
に
く
ら 

.

ベ
、
■ _

,
.• ^

五
九

\

六
0
年
に
は
パ
キ
ネ
也
ン
と
リ
台
湾
办
ム
ー
国
ー
で
：

.
減

少
1.

て̂
;

‘

^

。
.

亡
.
れ
.
ら
--
.

ー_
国
を
の
.

ぞ
く
他
の
国
：々
.
で
：は
，ノ
総
輸
.
入
：の
^'
.
で

.€
>

機
械
輸
入

Q

 

割
合
は
増
大
し
て
い
る
ィ
''
.
'
ー
ー
九
五
0

素

：の
末
期
に
；は
、：
こ
：の
-4
:

ぅ
な
割
合 

は
.、
タ

イ
*

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

.
リ
ツ
ビ
ン
、
韓

1
T
:

及
び
：イ
ン
ド
に
お
い
：
 

.

て
10
%

以
上
に
達
し
て
い
る
。

一•
九
五
五
^

£;

ハ
年
と
.
ー
九
五
.
九
：\

六
0

年
と 

の
比
較
に
和
い
て
、
M

#i

入
に
^

^

ゐ

機

械

類

：
の

比

率

が

最

;%
'

著

し

く

増

大

し
 

た
の
は
、.
タ
イ
と
；フ
ィ
リ
ツ
ビ
ソ
ヤ
あ
っ
た
。
と
の
ー
ー
国
は
東
南
ア
ジ
.
ア
^'
-

国
. 

:

の

ぅ

ぢ

：
で,:
.
%
:
.
ー

 

九

：五

〇

东

代

に

知

け

る

エ

|

^

門
.

の
0'

民
総
生
産
に
.对
す
る
割 

合

が

最

も

著

し

：く

増

大

し

，

.

工
業
部
門
.

の
抵
天
し
た
国
々
で
あ
-?

だ
。
せ
っ
て 

こ
の
1

ー
国
の
，機
械
.類

の

輸

入

の

動

向

は

、
，
こ

の

よ

ぅ

な

工

業

化

の

進

展

に

と

，も 

な

っ

た

も0..
と

レ

え

よ

ぅ

。

 

'

- 

機

械

類

の-^
入

の

大

半.，は

エ

業

部

門

に

む

げ

1

れ

た

よ

ぅ

：
で

あ

る

'
。
，
農

業

用
 

機

械

及

び

ト

ラ

ッ

ク

タ

ー

の

輸

入

額

は

、

パ
.
キ

ス

タ

ン

.、

タ

イ

、

フ

ィ

V :
ッ
ピ 

.

ン
の
諸
国
で
、
10
-

パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ
っ
た
。
ィ
ン
ド
ネ
シ
ァ
で
はI

九
五
. 

九
\

六
0.

年
に
、,'
多
く
の
農
業
用
機
械
,'

ト
ラ
ッ
ク
ダ
f

の
輸
A-
-

が
”
あ
り
、
機
：
 

I

 

入
額
の
举
分
に
達
し
た
。
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様
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例
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ぞ
け
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南
ァ
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諸
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機
械
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1913—17 3,997 • 119

一成長  

表 5 。P.

⑴ ュ ネ ケ ギ —投入は，事実上，動機械が用い 

られなかったので , 荷車用動物に i っての 

みおらわされ 't：いる,肥料指数は実質化さ 

れた購入肥料額を示す。

湾料木川一司！著， 「日本経済分析 

…構造一— 前掲第一章， 124，

の
向
上
に
著
し
い
影
響
を
:#

え
る
こ
と
で
あ
る
。'
事
実
、
'日
本
農
業
の
生
産
性 

の
向
上
に
は
、
固
定
資
本
を
ほ
^

ん
，
ど

必

要

と

し

な

い

よ

ぅ

な
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肥
料
の
.

增
投
、
層
子
改
良
が
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
ゆ
た
し
た
事
が
.知
ら
れ 

て
：：

い
る
？
第
.
四
表
、に
.

み
ら
れ
る
と
©

傾
向
は
、
日
本
の
：

y

業
化
の
#

期
の
段
階 

.

に
、.
も
づ
と
も
顕
著
で
ぁ
.

つ
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。
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即
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へ

肥

料

の

購

入

額

は

二

倍

と

な

.

つ：た
。

一
方 

エ
ネ
ル
ギ
ー
投
入
量
.

の

方

は

何
.#
:0
.
増

加

も

示

し

て

い

な

い

の

で

ぁ

名
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東

南
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詆

国
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各

種

肥
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消

費

量

め

推

移

.は

次

の

ょ

ぅ

'
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ぁ

令

た
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ヤ
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ば
、
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肥
料
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.
ウ
い
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て
も
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台

轉
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費

暈

放
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の

圈

々

に
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；
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'
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の
亊
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東
南
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ァ
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国
の
中
で
台
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農
業
の
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が
比
較
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を
裏
付
け
て
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国
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割

合
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キ

ス

タ

ン
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ニ
台
湾
V

韓

国

の

諸
国
が
あ
る
。
 

台
湾
と
韓
国
の
.

場
合
.

に
は
こ
れ
ら
の
国
が
.

す
で
に
か
な
り
の
程
度
、
拡
充
さ 

.

れ
た
運
輸
^

関
を
も
っ
て
V

る
た
^

で
.
あ
^

う
。
■.

し
か
し
、

< 

い
ず
れ
の
国
に
つ
’
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い
て
も
い
え
る
こ
と
は
、

/

ー
九
丑
五
/

五

六

年

に

く

ら

べ

、

，
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九

五

九

/'
.
六

〇
 

年

の

輸

送

用

機

械

の

.
輪

r
<

額

は

増

大

し

て

い

る

と

.い

う

事

実

で

あ
る
。

以
上
を
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と
は
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東
南
ア
ジ
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械
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〇
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送
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械
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農
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械
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占
め
る
割
合 

は

き
. ^

め
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っ
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と
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と
.
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あ
る
。
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っ
て
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南
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諸
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衆
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向
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検
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う
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ら
れ
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上
述
の
來
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
資
本
形
成
の
.動
向
を
示
す
各
統
計
資
料 

は
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
.

を
と
く
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
 

农
稿
の
分
析
は
更
に
政
府
の
発
表

.
に
ょ
る
.
経
済
開
発
計
画
、
'.
.

特
定
の
ザ
I

ベ 

ィ
、
' 

或
い
は
す
で
に
行
わ
れ
た
諸
研
究
の
成
果
に
.

ょ
.

つ
：て
補
充
さ
れ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
ぃ

。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
か
ぎ
ら
れ
た
：範
囲
で
の
資
料
か
ら
結
論
し 

ぅ
る
こ
と
が
ら
は
、
次
の
ょ
ぅ
な
も
办
で
あ
る
。：，

：

■

束
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
資
本
形
成
は
、，
こ
れ
を
国
民
総
生
産
：に
対
ず
る
比
率
と 

し
て
み
る
場
合
、
-*

九
五
0

年
初
頭
の
、.
：国
際
的
.
に
み
て
も
著
し
く
低
い
：水
準 

か
ら
漸
次
上
昇
し
て
い
る
。
そ
し
て
各
国
の
工
業
化
.の
進
展
に
と
も
な
い
、
こ
_ 

と
に
国
内
粗
固
定
資
本
形
成
の
ぅ
ち
で
機
械
類
ベ
の
投
資
の
占
め
.る
割
合
が
増 

加
し
て
い
る
へ
機
械
類
の
大
部
分
ゆ
輸
入
に
ょ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
が
、
機
械 

輸
入
の
大
半
は
工
業
部
門
向
け
の
も
の
で
あ
っ
て
、.
農
業
機
械
の
輸
入
は
き
わ 

め

て

わ

ず

が

な

部

分

を

占

め

る

に

す

ぎ

な

い

。

「

土

地

改

良,-
を

広

義

に解
し 

た
場
合
，
肥
料
の
増
投
は
土
地
生
産
性
の
向
上
.に
投
資
と
同
じ
よ
う
な
効
果
を

來
南
.
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
資
本
形
成
の
動
向
.
.

も
つ
，
肥
料
の
消
費
量
ば
：各
国
で
增
大
し
つ
つ
あ
る
。
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.

以
上
、:
い
ず
れ
Q

変
化
を
み
て
%

v>

え
る
こ
と
は
、

一
九
五
〇
年
代
に
達
成 

さ
れ
た
束
南
プ
ジ
ア
諸
国
の
経
済
構
造
の
変
化
の
テ
シ
ポ
は
著
し
い
も
の
で
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つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
-

変

化

ぱ

.
一

般

的

に

経

済

発

展
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過

程

で̂

ら

れ

る

こ

と
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で
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が

、
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五

〇

年

代

に

東

南

ア

ジ

.

.
ア

諸

国 

で
み
ら
れ
た
変
化
.

の
■速
度
は
日
本
の
経
済
発
展
の
過
程
で
経
験
さ
れ
た
変
化
の 

速
度
と
比
較
し
、:;
決
し
て
遅
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
こ
こ
-で
指
摘
さ
れ 

な
け
れ
ば
な
ら
.
な
い
.

こ
と
は
、
：東
南
ア
ジ
ア
諸
国
経
済
の
水
準
"

(

資
本
形
成 

.

率

に

：し

て

も
.
:'
.
.鉄
鋼
消
費
量
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
が)

：の
、
.
ー
九
芄
〇
年
初
め 

に
お
け
る
絶
対
的
な
低
さ
で
.

あ
る
。
.そ
し
て
こ
れ
ら
の
諸
国
が
日
本
の
場
合
よ 

り
も
半
世
紀
お
く
れ
て
、
土
業
化
、
，
経
済
発
展
へ
の
道
を
た
ど
る
か
ら
に
は
、
 

そ
の
発
展
に
お
け
る
速
度
は
後
者
の
.場
合
よ
り
急
速
に
行
わ
れ
た
と
し
て
も

当 

然
で
あ
ろ
う
。
.

同
時
に
.

こ
の
よ
う
な
.
、
急
速
な
変
化
か
ら
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
、
 

経
済
内
の
摩
擦
も
、
'■
■こ
れ
等
の
諸
国
で
は
後
者
の
場
合
よ
り
も
大
き
い
か
も
知 

_

れ
な
い
の
で
あ
る
。
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